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■
最
近
、
読
ん
だ
本
の
中
で
次

の
よ
う
な
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。「
そ
こ
で
は
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
毎
日
家

族
一
緒
に
安
全
で
お
い
し
い
ご

飯
を
食
べ
、
学
校
に
は
笑
い
声

が
響
き
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
寂
し

い
人
は
一
人
も
い
な
く
、
動
物

が
大
事
に
さ
れ
、
世
界
か
ら
信

頼
さ
れ
、
知
ら
な
い
人
同
士

が
『
あ
り
が
と
う
』
と
、
言
い

合
え
る
。
そ
ん
な
幸
せ
な
国
を

つ
く
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
誓
い

ま
す
」。
■
こ
れ
は
、
自
分
が

将
来
暮
ら
し
た
い
社
会
を
創
造

し
、
そ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
た
つ
も
り
で
憲
法
前
文
を
書

い
て
み
る
と
い
う
課
題
に
、
と

あ
る
小
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命

自
分
の
頭
で
考
え
、
街
に
出
て

大
人
た
ち
に
取
材
し
、
グ
ル
ー

プ
で
真
剣
に
話
し
合
っ
て
書
き

上
げ
た
、
彼
ら
だ
け
の
前
文
と

の
こ
と
。
■
こ
れ
を
目
に
し
た

時
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

と
同
時
に
正
直
驚
か
さ
れ
た
。

私
自
身
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ

れ
ほ
ど
リ
ア
ル
に
「
幸
せ
な
未

来
」
を
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い

る
大
人
が
、
今
ど
れ
程
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
。
■
き
っ
と
こ
れ

は
、
私
た
ち
大
人
へ
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
で
あ
り
、「
エ
ー
ル
」

な
の
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ

た
。
教
え
ら
れ
勇
気
づ
け
ら
れ

る
の
は
、
い
つ
も
私
た
ち
大
人

の
ほ
う
だ
。
■
ま
た
、
新
た
な

一
年
が
は
じ
ま
る
が
、
今
度
は

私
た
ち
大
人
が
子
供
た
ち
を
勇

気
づ
け
る
存
在
で
い
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ず
は
「
幸
せ
な
未
来
」

を
決
し
て
諦
め
な
い
事
か
ら
は

じ
め
た
い
と
思
う
。　
（
ノ
リ
）

10
・
13
全
国
行
動
に
連
帯

県春闘共闘が総会
2 月 22 日に決起集会

安倍政権の
“終りの始まり”

新
年
の
あ
い
さ
つ

確信と勇気を持って
　 新たな闘いへ前進を

　
「
海
外
で
戦
争
を
す
る

国
」
目
指
す
稀
代
の
悪
法
、

特
定
秘
密
保
護
法
廃
案
運

動
は
国
会
終
盤
ま
で
空
前

　

一
万
五
千
人
が
国
会
を
包
囲

し
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
強
行

採
決
反
対
の
声
を
上
げ
た
。
翌

日
「
嵐
は
過
ぎ
去
っ
た
」
と
安

倍
首
相
は
語
っ
た
。
主
権
者
で

あ
る
国
民
の
叫
び
は
、
自
然
災

害
な
の
か
？
国
民
の
声
を
聴
こ

う
と
い
う
姿
勢
は
微
塵
も
感
じ

ら
れ
な
い
。

　

意
見
の
違
い
は
存
在
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
徹
底
論
議
が
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
国
民
の

多
数
の
声
を
無
視
し
、
数
の
力

で
強
行
す
る
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
」
国
家
が
形
成
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
反
対
に
立
ち
上
が

っ
た
の
は
、
革
新
勢
力
だ
け
で

は
な
い
。
保
守
派
と
い
わ
れ
る

多
く
の
人
々
が
声
を
上
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
自
ら
が
投
票
し
た

自
公
政
権
が
、
そ
の
意
思
と
は

全
く
違
う
方
向
に
進
み
、
自
ら

の
人
権
を
侵
害
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
へ
の
「
怒
り
」
が
存

在
し
た
。

規
模
に
膨
れ
、
強

行
採
決
以
降
も
法

撤
廃
を
求
め
る
声

や
運
動
が
絶
え
ま

せ
ん
。
青
森
県
で

も
青
森
、
八
戸
、

弘
前
、
五
所
川
原

を
拠
点
に
労
働
組

合
、
九
条
の
会
、

市
民
団
体
な
ど
に

催
し
ま
し
た
。

　

農
協
労
組
の
前
田
晴
茂
書
記

奥村　榮 議長

　

秋
の
臨
時
国
会
で
暮
れ
た
昨
年
。
公
約
で
も
、

国
会
所
信
表
明
で
も
一
切
触
れ
な
か
っ
た
「
特
定

秘
密
保
護
法
」。
会
期
途
中
で
突
然
提
案
、
国
民

の
反
対
の
声
を
完
全
に
無
視
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的

　

12
月
６
日

夜
、
県
労
連

会
館
会
議
室

で
、
県
労
連

加
盟
組
合
と

農
協
労
組
か

ら
20
名
が

出
席
し
て
、

「
２
０
１
４

年
春
闘
県
共

闘
会
議
前
期

総
会
」
を
開

の
抗
議
・
撤
廃
の
昼
街
宣

屁
の
参
加
者
は
30
名
を
超

え
ま
し
た
。

　

同
法
は
基
本
的
人
権
、

よ
る
集
会
、
街
宣
の
参
加

者
数
は
尻
上
が
り
に
増
大
。

深
夜
採
決
翌
日
の
12
月
７

日
、
青
森
市
内
繁
華
街
で

国
民
主
権
、
平
和

主
義
の
基
本
原
理

に
反
す
る
違
憲
法

律
。
内
容
と
手
続

き
の
両
面
で
断
じ

て
許
せ
ま
せ
ん
。

「
怖
い
」
と
、
街

頭
宣
伝
中
に
よ
く

聞
く
安
倍
内
閣
へ

の
通
行
人
の
声
。

長
を
総
会
議
長
に
選
出
し
、

議
事
を
進
行
。
共
闘
会
議

議
長
の
奥
村
県
労
連
議
長

は
主
催
者
挨
拶
で
、
ち
ょ

う
ど
「
特
定
秘
密
保
護
法

案
」
が
参
院
本
会
議
で
安

倍
内
閣
の
暴
挙
で
強
行
採

決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

緊
迫
し
た
国
会
内
外
の
情

勢
に
触
れ
ま
し
た
。
次
い

意見をかわす出席者

　

一
昨
年
12
月
の
衆
議
院
選

挙
、
昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
、
自
公
は
大
勝
利
し
、
衆
議

院
で
は
３
分
の
２
、
参
議
院
で

は
安
定
過
半
数
を
得
た
。
し
か

し
国
民
は
、
両
党
に
「
白
紙
委

任
」
を
与
え
た
の
で
は
な
い
。

彼
ら
は
、
消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

普
天
間
、
改
憲
、
原
発
を
争
点

に
し
て
国
民
に
信
を
問
う
た
の

か
？
否
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

し
て
は
、
明
確
に
反
対
と
主
張

し
、
他
の
争
点
は
徹
底
し
て
隠

し
続
け
た
選
挙
で
得
た
議
席
で

あ
る
。

　

国
会
議
員
は
「
全
国
民
を
代

表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
」
で

あ
る
。「
全
国
民
を
代
表
」
し

た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
国
民

に
十
分
な
情
報
を
提
示
し
、
自

ら
の
主
張
を
述
べ
、
公
平
な
選

挙
制
度
で
選
出
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
５
大
争
点
を
隠

し
、
ウ
ソ
を
つ
き
、
不
公
平
な

選
挙
制
度
（
自
民
の
比
例
投
票

率
27
．
６
㌫
、
小
選
挙
区
制
で

43
㌫
の
得
票
で
79
㌫
の
議
席
）

で
得
た
議
席
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
の
局
面
で
の
勝
利

は
、
国
民
と
の
矛
盾
を
深
め
、

国
民
か
ら
孤
立
へ
と
向
か
う
道

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
は

敷
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

我
々
が
切
り
開
い
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
道
で
あ
る
。

　

国
民
の
嘆
き
を
怒
り
に
、
怒

り
を
行
動
に
転
嫁
さ
せ
て
い
く

運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
待

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
国
民
の

声
に
根
差
し
、
国
民
的
協
同
を

さ
ら
に
広
げ
る
闘
い
に
直
ち
に

立
ち
上
が
ろ
う
で
は
な
い
か
。

で
、
田
中
事
務
局
長
（
県
労
連

事
務
局
長
）
が
議
案
提
案
。

賃
上
げ
要
求
は
、
誰
で
も
月

一
万
六
千
円
以
上
、
時
給

百
二
〇
円
以
上
。
最
賃
要
求
は

時
給
千
円
・
日
額
八
千
円
・
月

額
十
七
万
円
以
上
。
同
時
に
、

憲
法
擁
護
、
消
費
税
増
税
阻
止
、

原
発
・
核
燃
廃
止
、
社
会
保
障

解
体
反
対
、
普
天
間
基
地
撤
去
、

辺
野
古
移
設
反
対
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
撤
回
な
ど
掲
げ
、
春
闘

決
起
集
会
開
催
日
を
、
２
月
22

日
（
土
）
に
決
め
ま
し
た
。

暴
挙
を
重
ね
成
立
。
安
倍
内
閣
の
危
険
な
反
動
体

質
が
如
実
に
表
れ
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
確
信
と

勇
気
を
持
っ
て
新
た
な
闘
い
へ
。
奥
村
県
労
連
議

長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
届
け
ま
す
。

国
民
の
良
識
と
怒
り
に
慌

て
る
自
民
・
公
明
与
党
。

安
倍
政
権
の
終
わ
り
の
始

ま
り
で
す
。　
　
　
（
Ｔ
）

県
労
連
議
長　

奥 

村　

榮
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第278回
まちがい
さがし

◀
相
談
受
付
け
の
様
子

国民春闘

  

住宅ローン 

教育ローン 

⾃動⾞ローン 

カードローン 

あなたの夢は私たちの夢。 
だから、かなえたい。 
 

東北労働⾦庫⻘森県本部 ⻘森市本町３丁目 3-11 ☎017(777)6165

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。氏
名
、住
所
、組

合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。余

白
に
職
場
の
様
子
や
最
近
の

出
来
事
な
ど
を
、ぜ
ひ
お
寄

せ
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
ゼ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
２
月
15
日

●
発
表
＝
３
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
―
１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
278
回
ま

ち
が
い
さ
が
し
」係
り
ま
で
。

第
276
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》

①
ベ
レ
ー
帽

②
右
端
の
男
性
の
足

③
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

④
椅
子
の
上
の
サ
ツ
マ
イ
モ

⑤
左
端
の
女
性
の
ス
カ
ー
ト

⑥
左
端
の
女
性
の
帽
子

⑦
塔

《
当
選
者
》

20
通
の
応
募
で
全
員
正
解
で

　
ヨ
ガ
を
習
�
て
い
ま
す
�

（
十
枝
内
妙
子
・
サ
ン
ヨ
ー
ソ

ー
イ
ン
グ
青
森
支
部
）

　
仕
事
は
上
司
の

命
令
が
絶
対
で
す
。二
つ
返
事

で
や
っ
て
い
ま
す
。（
笹
美
子
・

高
教
組
）

　
完
治
に
５
カ
月

か
か
り
ま
し
た
。雪
道
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。（
細
川
弘
彦
・

年
金
者
組
合
）

　
最
後
の
７
つ
目
が

な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。（
長
内
幸
子
・
建
交
労

家
族
）

　
退
職
す
る
組
合
員
が

多
く
、組
合
員
減
少
が
心
配
で

す
。（
後
藤
順
子
・
私
教
連
）

　
雪
が
大
変
に
な
り
そ
う
�

多
く
降
ら
な
け
れ
ば
い
い
。

（
記
田
富
子
・
年
金
者
組
合
）

　
277
号
と
278
号
が

11
月
15
日
過
ぎ
て
か
ら
一
緒
に

届
き
、パ
ズ
ル
応
募
に
間
に
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
。〝
ク
ス
ン
〞

（
宇
部
妙
子
・
県
教
組
）

　
腹
が
立
つ
法
案
ば
か
り
�

怒
！
怒
！
で
す
。（
村
田
洋
子
・

年
金
者
組
合
）

　
教
採
受
験
に
な
か
な
か

合
格
出
来
な
い
講
師
た
ち
。頑

張
っ
て
い
る
の
に
、な
か
な
か

合
格
出
来
な
い
。勉
強
す
る
時

間
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
木

村
裕
子
・
県
教
組
）

　
私
の
好
き
な

言
葉
を
書
き
ま
す
。「
も
し
、私

た
ち
が
空
想
化
だ
と
言
わ
れ
る

な
ら
ば
、救
い
が
た
い
理
想
主

義
だ
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、出

来
も
し
な
い
こ
と
を
考
え
て
い

る
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、何
千

回
で
も
答
え
よ
う
。〝
私
た
ち
は

出
来
る
〞と
」―
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ

―
（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
夫
婦
で
競
輪
場
へ
行
き
�

楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
北
国
翔

子
・
年
金
者
組
合
）

　
職
場
は
相
変
わ
ら
ず
目
の

回
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
す
。（
小

林
孝
雄
・
県
教
組
）

　
11
・
２
福
島
集
会
に

年
末 

ん
も
な
で  

生
活
相
談 

県労連

  　

12
月

11
日
に
全

労
連
の
全

国
一
斉

「
告
発
！

ブ
ラ
ッ
ク

企
業
・
労

働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ

ン
」
が
あ

り
、
県
労

連
も
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ホ
テ
ル
従
業
員
か

ら
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
長

引
く
不
況
と
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
経
営
難
に
陥
り
、
給
料

半
額
や
遅
配
、
未
払
い
が
続
い

て
い
る
と
い
う
深
刻
な
内
容
。

　

県
労
連
は
、
平
日
９
時
か
ら

　

ど
ん
な
些
細
な
事
柄
で
も
、

お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
０
１
２
０
―

３
７
８
―
０
６
０
へ
。
Ｅ
メ
ー

ル
は
御
遠
慮
下
さ
い
。

労働相談 ホット　　ライン

告発！ブラ 
ック企業

　

毎
年
恒
例
の
「
年
末
な
ん
で

も
生
活
相
談
会
」を
12
月
20
日

〜
21
日
の
２
日
間
、リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で
開

催
。今
回
は
『
広
報
あ
お
も
り
』

に
案
内
を
掲
載
し
た
関
係
で
、

事
前
と
当
日
に
問
い
合
わ
せ
が

　

12
月
14
日
（
土
）
午
後
、
２
０
１
４
春
闘
方
針
を
決
め
る
県
労

連
第
30
回
評
議
員
会
を
、
県
教
育
会
館
会
議
室
で
開
催
。
議
席
多

数
を
頼
み
、
横
暴
を
重
ね
る
安
倍
政
権
に
国
民
・
県
民
の
怒
り
が

沸
騰
し
続
け
る
中
で
の
評
議
員
会
で
し
た
。

盤
に
安
倍
内
閣
の
本
質
が
表
れ

た
。強
権
的
な
横
暴
ぶ
り
に
国

民
の
怒
り
は
納
ま
ら
ず
、内
閣

支
持
率
は
急
落
。特
定
秘
密
保

護
法
強
行
成
立
後
、共
謀
罪
の

新
設
も
言
い
出
す
中
、法
撤
廃

の
声
は
広
が
り
続
け
て
い
る
。

亀
裂
と
矛
盾
を
深
め
窮
地
に
立

っ
て
い
る
の
は
、安
倍
政
権
の

方
だ
。攻
勢
を
強
め
よ
う
」と
訴

え
ま
し
た
。

　

議
案
提
案
は
、田
中
事
務
局

長
。賃
金
要
求
始
め
、安
倍
政

権
と
対
決
軸
の
諸
要
求
（
県

春
闘
共
闘
会
議
要
求
と
ほ
ぼ

同
じ
）を
質
疑
・
討
論
の
後
、満

場
一
致
で
採
択
。西
北
五
地
区

労
連
、県
教
組
、県
国
公
、ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ
ン
、県
年
金
者
組

合
、中
弘
南
黒
地
区
労
連
、三
八

数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
特

徴
で
し
た
。

　

相
談
は
２
日
間
で
去
年
を
上

回
る
23
件
。「
断
れ
ず
連
帯
保
証

人
に
な
っ
て
し
ま
い
悩
ん
で
い

る
」「
離
婚
し
た
相
手
が
再
婚
し

た
が
、子
の
養
育
費
は
ど
う
な

る
の
か
」「
主
人
が
重
い
病
気
で

生
活
が
困
窮
」「
悪
徳
商
法
の
被

害
に
あ
っ
て
い
る
」「
借
金
が
あ

る
が
遺
産
相
続
は
ど
う
な
る
」

「
求
人
内
容
と
賃
金
が
極
端
に

違
う
」な
ど
、相
続
・
離
婚
・
生

活
難
・
介
護
・
賃
金
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
、司
法
書
士
、社
労

士
、看
護
師
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

な
ど
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
て
、

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
。生
活
保

護
申
請
や
労
働
組
合
加
入
を
勧

め
る
ケ
ー
ス
も
。

　

安
倍
政
権
下
、疲
弊
し
た
社

会
状
況
の
影
響
で
、深
刻
な
相

談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
労
連 

第
30
回
評
議
員
会

攻
勢
を
強
め
よ
う

17
時
ま
で
、
日
常
的
に
労
働

相
談
全
般
の
電
話
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
昨
年
１
月
か

ら
11
月
ま
で
累
計
143
件
。
解

雇
・
雇
止
め
、
賃
金
遅
配
・

未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
が

目
立
ち
ま
す
。
実
態
は
解
雇

で
も
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
長
時
間

労
働
で
心
身
が
病
み
、
辞
職

に
追
い
込
ま
れ
る
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
の
特
徴
で
す
。

発言する西北五地区労連の水島評議員

アドバイスする相談員

参
加
し
ま
し
た
。弾
丸
バ
ス
ツ

ア
ー
で
疲
れ
ま
し
た
。（
一
戸
茂

美
・
自
治
労
連
）

　
仕
事
量
が
膨
大
�

で
も
残
業
だ
め
コ
ー
ル
。仕
事

に
付
き
合
う
姿
勢
が
、私
に
は

理
解
出
来
ま
せ
ん
。（
三
浦
し
の

ぶ
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　

幹
事
の
他

に
、
評
議
員

18
名
、
加
盟

15
団
体
の
参

加
で
成
立
、

議
事
を
進

め
ま
し
た
。

議
長
団
・
会

議
役
員
を
決

め
、
奥
村
議

長
が
開
会
あ

い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

奥
村
議
長

は
「
国
会
終

地
労
連
、東
青
労
連
、通
信
労

組
、医
労
連
な
ど
が
活
発
に
発

言
。他
に
、第
２
号
議
案
と
し
て

評
議
員
選
出
基
準
を
、よ
り
明

確
な
文
言
内
容
に
改
正
し
ま
し

た
。

　

評
議
員
会
は
、普
天
間
基
地

と
辺
野
古
移
設
に
重
大
な
影
響

を
も
た
ら
す
告
示
１
月
12
日
、

投
開
票
19
日
の
沖
縄
県
名
護
市

長
選
支
援
カ
ン
パ
を
訴
え
た
と

こ
ろ
、会
場
で
１
万
八
千
円
集

ま
り
ま
し
た
。　

し
た
。当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

小
林
孝
雄
（
県
教

組
）、
柳
谷
道
弘

（
県
国
公
）、三
浦

し
の
ぶ
（
ひ
だ
ま

り
ユ
ニ
オ
ン
）十

枝
内
妙
子
（
サ
ン

ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ

青
森
支
部
）、小
笠

原
久
美
子
（
県
教

組
）

２
日
間
で
23
件


